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Summary 
In vitro propagation by shoot-tip culture of Alliumにh即時oprasumL. var. foliosum Regel was 
investigated. B5 medium supplemented with 10 to 30μM of 2ip and 10μM of IBA was favorable for 
shoot formation of the shoot-tip explants when the cultures were incubated at 21.C under 16-h 
photoperiod. However， the shoot growth was inhibited on the media with high concentrations of IBA O! 
2ip. Ratios of malformed shoots increased as NAA concentrations of the media increased. Low temp巴ra
ture treatment to cultures did not promote shoot formation. Shoot formation and growth were much bet-
ter in roller liquid culture than in solid culture when plantlets of large size were subcultured. 
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温の小屋で貯蔵した球から葉原基 2-2.5枚を付けた茎 養を行った 初代培養 (9.C無処理区では置床後の最初
頂を切り出して培養した.基本培地の種類や添加植物成 の60日間の21.C培養期間に相当する;9 .C60白問処理区
長調節物質の種類 ・濃度はニンニクで好適だった例に準 では 9.Cの60日間培養とその後の21.C培養の最初の30日
じ(高樹ら， 1989;高樹 ・水上，1990 ;高樹 ・曲， 1991)， 閉までの計90日間の培養期間に相当する)での日長は植
培地はB5基本培地にショ糖 3%，ジュランガム0.2% 物育成用蛍光灯(松下電器産業(株)製のホモルクスPG)
およびオーキシンとしてIBA(3-indolebutyric acid)か 照明の 8時間とし， 21.Cの継代培養 (9.C無処理区は
NAA (αnaphthaleneacetic acid) を，サイトカイニンと 120日間;9.C60日間処理区は90日間)での日長は高演
して 2ip(2-isopentenyl adenine)を加えたものとした(植 色形畳白色蛍光灯照明の16時間とした.培養試験管は実
物成長調節物質の濃度は第 1表と第 2表に示した).培 験 1と同様とした.




























IBAO.3μMと2ip30μMを添加したB5培地に置床した. で5:2 : 2の比率で設置したものとした。後2者の蛍光
置床した茎頂外植体を 9.Cで60日間低温処理後21.Cで培 灯を併用したのは 3波長形昼白色蛍光灯単独では放射
第l表 ‘バンバ'実生系の茎頂外植体の成長・発達に及ぼすオーキシンとサ
イトカイニンの影響(実験1).初代36日，継代30日の計66日間培養.
IBA 2ip 調査 最大シュート 新シュート数新シュート形成 根数/
濃度(，uM) 植物数 長(mm) /植物 植物率(%) 植物
O O 11 108.2:1 5.0z 0.0:10.0 O 4.8土0.3
0.3 3 11 62.6:1 6.5 5.4:1:1.9 82 4.5:1:1.1 
l 3 10 80.1土13.7 4.8土1.0 100 5.3:1:1.2 
3 3 13 57.4:1 5.1 5.9:1:1.7 92 5.5:10.9 
1 10 11 90.3土10.0 6.2土1.2 100 4.8土1.1
3 10 12 71.4士 8.5 7.4:11.1 100 3.4:1:0.9 
10 10 14 47.2土 7.6 10.9:12.4 100 1.4:10.7 
3 30 13 46.5:1 7.1 4.8:10.7 100 0.3:1:0.3 
10 30 11 33.2:1 5.9 10.0:14.2 100 0.2:10.2 
30 30 9 33.3:1 4.5 9.3:1:1.9 100 0.0:10.0 
10 100 9 39.2:1 6.0 7.3:1:1.4 100 0.0士0.0
30 100 8 18.9:1 2.8 3.5士1.5 75 0.0:10.0 
Z平均値:l:SE
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第2表 a小池'の茎頂外槌体の成長 ・発達に及ぼすオーキシンとサイトカイニンの
影響(実験1).初代36日，継代30日の計66日間培養.
IBA NAA 2ip 調査 最大シュート新シュート数新シュート形成 根数/
濃度(μM) 植物数 長(凹 /植物 植物率(%) 植物。。 O 7 84.0:17.5' 
0.1 。 8 57.4:18.4 。0.1 10 53.1:1:8.3 
0.3 。 3 8 40.9:16.5 
O 0.3 3 7 40.7:16.4 
l O 10 8 44.0:15.8 。I 10 7 36.6:12.3 
3 。30 7 23.1:1:3.7 










を抑制 しパンパ'実生系では IBAが 10μM以上か 2ip
が 30μM以上の添加で伸長が強く抑制された また，





ニンニク と同様で(高樹ら，1989;高樹 ・水上， 1990; 
高樹 ・曲，1991)，混用の場合の最適濃度は ‘パンパ'実
生系では IBA10.μM， 2ip 10-30.μMであった.‘小池'で
もシュート形成促進に対する2ipの最適濃度は‘パンパ'
1.4:10.4 71 15.0:13.3 
20.0:13.0 90 17.1:15.4 
18.3:14.4 100 22.8:15.9 
20.9:15.4 100 6.3:12.8 
24.3土5.5 100 12.7:14.3 
28.3:14.7 100 6.4:13.5 
36.7 :15. 2 100 15.1士4.3
22.0:15.5 100 0.1:1:0.1 





















系統 培養期間 調査 最大シュート新シュート数新シュート形成 根数/
9 "c 21 "c植物数 長(mm) /植物 植物率(%) 植物
置賜 0日 180日 10 79.2:14.9' 52.6:13.6 100 18.0:14.1 
60 120 12 64.0:13.4 10.5:11.5 100 0.8:10.4 
東堀越 O 180 12 28.3:1:1.5 9.7土2.6 100 4.4:10.8 




茎頂外植体の invitro低温処理と シュー卜の増殖・ ていた (第4表).液体培養42日間では主軸シュートが
成長，発根 (実験 2) 平均 14.3mm伸長し，新シュートが平均15.2本形成さ
‘置賜'と a東堀越'両系統とも茎頂外植体の仰仇tro低 れたこれに対して，固形培地では主軸シュートの伸長



























培養開始時主軸シュート長(mm 68.2:f: 9.9 (15) z 68.4:!:6.0 (15) 
最大新シュート長(凹) 52.2:1: 6.7 
新シュート数 9.7士 0.9
培養42日後主軸シュート長(剛) 82.1士13.3(15)
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